
研究背景・目的

特定一廃・特定産廃最終処分場の浸出水中の放射性Cs濃度の将来予測

（除染・廃棄物部門）

【飛灰の埋立処分八箇条】
①汚染飛灰を水と接触させない。②汚染飛灰の下側を絶対に遮水しない。
③汚染飛灰の下側には土壌系の吸着層を敷設する。④汚染飛灰をガス抜き管の近くに埋めない。
⑤汚染飛灰を法面集排水管の近くに埋めない。⑥汚染飛灰を処分場の下流側や下の方に埋めない。
⑦汚染飛灰の上に有機性廃棄物を埋めない。⑧汚染飛灰の埋立が終わったら上部のみを遮水する。
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特一、特産のうち、ばいじん（飛灰）等の溶出性の高い廃
棄物の埋立が対象。飛灰埋立時に被ばく上の問題が無くて
も、遮浸出水濃度が濃度限度を超過する可能性がある。

そのため、廃棄物処分場の維持管理上、考慮しておく必要
がある。

焼却飛灰からの溶出特性の把握

•涵養量（覆土）
•溶出特性（廃棄物層）
•吸着特性（土壌層）

飛灰溶出液を用いた吸着試験


